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新ごみ処理施設建設計画の 

白紙撤回（一時凍結）に理解を求める要望書 

 

 去る９月議会で、私ども「白馬新ごみ処理施設を考える連絡協議会（以下、ごみ連

協）」が提出した陳情書が継続審議扱いになりました。しかし、その後の住民説明会

でも村民の納得や理解が得られず、状況は混迷の一途をたどっています。 

 このような状況の中で、私どもは、11 月 22 日に白馬村における第 3 次署名簿作

成活動を終了しました。その結果建設計画に反対する署名が、全人口の半数を超えま

した。以下は連合長宛に提出した署名簿の内訳です。 

 

   （Ａ） 第 1 次 （7 月 20 日提出） 

      １. 村内    ３，８３１筆 （全村民の 41.4%） 

      ２. 村外   １１，４２２筆 

合計   1５, ２５３筆 

   （Ｂ） 第 2 次 （9 月 18 日提出） 

      １. 村内      １４８筆 （(A)(B)の合計 全村民の 43％） 

      ２. 村外    ２, ２５４筆 

         合計   ２, ４０２筆 

   （Ｃ） 第 3 次 （11 月 22 日提出） 

１. 村内      ５３９筆 

      ２.  村外      ４９３筆 

         合計    １, ０３２筆   

 

 



  

      （Ｄ）（A)(B)(C)の合計 

      １. 村内    ４,５１８筆 （全村民の 48.80％） 

      ２. 村外   １４,１６９筆 

         合計   １８, ６８７筆 

 

    (E) エコーランド地区提出分 

         村内  ２１０筆 

      総合計： 村内 ４，７２８筆 全人口〔9,262 人〕の 51.10％  

      

          

 この数字は、新たなごみ処理施設に不安と疑問を抱く人たちが多数いることをはっ

きりと示しています。同時にゴミ問題に対する真摯な願望や熱意の表明でもあります。 

  

 私どもは、議員の皆さんに訴えます。全人口の半数以上の住民が建設計画に反対し

ている事実を重く受け止めていただきたい。そして、ごみ問題の基本方針の再策定に

向け、当ごみ処理施設建設計画を白紙撤回ないしは一時凍結するよう広域連合当局に

働きかけていただきたくことを、ここに文書でもって要望いたします。 

 

 


